
ジャーナリズムの現在I O6  

第12回  

2006年7月04日  

愛媛新聞社報道局社会部副部長 谷川哲也  

1、物証以上に価値がある実名での内部告発   

・物証に基づいた匿名告発で疑惑が浮上し、現職警察官の実名告発で「黒」に   

・急がれる告発しやすい環境づくり（公益通報者保護法だけで十分か）   

【告発会見ビデオ】  

2、内部告発者を守ることがメディアの使命   

・告発者を県警の妨害工作から守る役割を果たした告発内容の前打ち記事   

・告発後の異動を「報復人事」として徹底批判。県人事委員会も違法と認定   

・ あてにならない公安委員会と議会   

・告発内容を事実として裏付けた調査報道   

・効果的な仕掛け記事（実名告発者2人を対面させる場の設定など）   

【実名告発者2人の初対面ビデオ】  

3、なぜ、警察の裏金問題は一部の新聞しか積極的に扱わないのか   

・日常の取材相手を故に回したくない記者JL、理   

・真の批判精神を失った記者クラブ  

ニ番煎じの取材テーマを嫌うメディア界  

4、捜査費問題で見えたもの   

・公権力に不満を持つ県民の多さ。追及記事を欲する読者像   

・潜在化する告発者   

・批判に弱い警察の体質   

【県警謝罪会見ビデオ】  

5、巨大権力の不］E追及に必要な要素とは   

・記者のやる気   

・継続性   

・読者の視点に立った報道   

・社内のコンセンサス   

・地方紙の連携  

以上   
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